
　「１７４のこころ」　

　年長さんが１１月中旬頃から、午睡から目覚めると
きに年下のクラスにお手伝いに来てくれるようになり
ました。「せんせい、入ってもいいですか？」とちい
さな声で尋ね、「お願いします」の返事を待ち部屋に
入り、コットを重ねてくれたり、まだ起きていない子
には「おきるよ」と優しい声をかけながら起こしてく
れます。
　「せんせい、イスをだそうか？」「何個？」と聞きな
がら準備をしてくれて「お部屋に戻らなくても大丈
夫？」と言葉をかけると、「大丈夫？」とおやつを食
べられる状態になるまで手伝ってくれる頼れる年長さ
んです。最近は園庭で年下のクラスのお友だちを見つ
けると、走って行き手をつなぎ、遊びたい場所へつれ
ていってくれる姿をたくさん見ることがあります。異
年齢交流が自然にできていて嬉しく思います。
　子どもたちの成長している姿を見ることができ、保
育者として感無量です。これからもしっかり見守って
いきたいと思います。
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　今年は秋の訪れが遅く、気が付いたらあっという間に１２月。今年を振り返ると、驚くほ
どくっきりした大きな二重の虹や太陽の周りにかかる円形の虹など、例年よりもたくさんの
虹に出会った気がします。雨は虹をつくり、青い鳥は皆に幸せを運ぶ、という歌詞の一節が
あります。ある面だけ見ると、雨とはわずらわしいもの。青い色はネガティブなイメージ。
しかし、自分の立っている位置や見る角度を少し変えるだけで、それらは全く別のものに生
まれ変わる。

　「視点」の持つ力。子育ても、人も、一面だけを切り取って見ることの危うさ。そんなこと
を時々考えます。本来人間はそんなに単純なものではないし、子育ても然り。今まで自分自
身をつくってきた時間の長さに比例して重くなっていくその重力は、今、自分が立っている
場所からの移動を難しくさせることもある。
　一方で、子どもたちが見る景色や視点はいつも重力を持たず、軽々と壁を飛び越え、ふわ
りと漂っていく。そんな姿が当たり前のように溢れる園で、私は自省することだらけだ、と
思う１年でした。

　さて、皆様の１年はいかがでしたでしょうか。当たり前のように我が子を起こし、ご飯を
食べさせ、時計とにらめっこする朝。お迎え時の笑顔にほっとするあの瞬間。晩御飯の準備、
片づけ、お風呂。そして夜、やっと自分の時間に見る昨日の映画の続き。ふとした瞬間に聞
こえてくる小さな寝息。永遠に続くかと思われるそんな日々も、少し視点を変えると、当た
り前ではないのかも知れません。どんな日々であっても「共に在る」こと。お子様が望むことは、
ただそれだけなのではないでしょうか。

　保護者の皆様、今年１年間、園の教育・保育にご理解とご協力を賜り本当にありがとうご
ざいました。皆様の温かな想いと想いがつながり、子どもたちを優しく包み込んだ１年とな
りました。どうぞ大切な方々と穏やかな年末年始をお過ごしください。


